
 

平成３０年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【  京都府  】 

学校名【京都府立久美浜高等学校】 

１実践テーマ 【   Ⅲ   】  

２実施対象者 京都府立久美浜高等学校全学年生徒（250名） 

３展開の形式 （１） 学校における活動 

① 教科名（       ） 

② 行事名（平成 30 年度オリンピック・パラリンピック教育推

進事業に係る講演会） 

③ その他（カヌー部との合同練習） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（        ） 

② その他  （        ） 

４目 標  

（ねらい） 

（１） 多様性を尊重し、共生社会の実現に貢献できる人材を育成す 

る。 

（２） 自己肯定感を高め、自己の可能性に挑戦する姿勢を養う。 

５取組内容 （１） ７月 11 日（水） 

１年生カヌー実習（１年生全クラス対象） 

    カヌーの楽しさと難しさを実感する機会となった。毎年実施

し、生徒全員がカヌー経験を持つ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



（２） 10 月 18 日（木）～20 日（土） 

大韓民国瑞寧(ソリョン)高等学校訪問（本校２年生カヌー部

生徒３名、２年生一般生徒１名参加） 

瑞寧高等学校カヌー部生徒と交流した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 10 月 29 日（月）～11 月 5 日（月） 

講演会事前学習（全校生徒対象） 

「体育」の各講座の授業で実施した。 

国際パラリンピック委員会公認教材「I'mPOSSIBLE」によ

りパラリンピックについて学んだ後、講演会の講師である辰己

博実氏を特集した、ＮＨＫの「道徳ドキュメント」（「あきらめ

たことをあきらめない」というタイトルで 2014 年１月 24

日に放送）という番組のＤＶＤを視聴した。 

（４） 11 月 6 日（火） 

ア  講演会（全校生徒対象） 

演題 「あきらめたことをあきらめない」 

講師 辰己 博実  氏（パラカヌースプリント日本代表） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 合同練習（カヌー部生徒対象） 

（５） 11 月７日（水） 

講演会事後学習（全校生徒対象） 

         講演会を振り返り、アンケート・感想を記入した。 



６主な成果 

 

（１） 講演会事前学習アンケート結果 

① 「I'mPOSSIBLE」と「道徳ドキュメント」（あきらめたこと

をあきらめない）を視聴して、パラリンピックについて理解で

きたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 ② 「I'mPOSSIBLE」についての感想（抜粋） 

  

   ・パラリンピックは、私が想像していたよりもすごかった。 

足がなくても手がなくても、それでもスポーツを続けてい

て、続けようとする意志が強くて刺激を受けた。普通とは違

うやり方だけど、それぞれの人に合ったやり方で競技してい

てかっこいいと思った。 

   ・私が知らなかった種目があって少し驚きました。2020 

年のパラリンピックで何かしらの形で関われたらいいなと

思いました。競技をしているときの選手の表情がとても素敵

だと思いました。スポーツに壁はないんだなと感じました。 

   ・障害があってもなくても、スポーツは人を前向きにさせる 

ものだと改めて思わされました。映像とスライドを見て、 

私はとても感動しました。スポーツはどんな人にも必要な 

ものだと思っています。 

   ・みんな必死にやっていて、障害があるのにいろいろなスポ 

ーツができていてすごいと思ったし、悔し涙を流していた

り、嬉し泣きだったり、笑ったりしていて、何かいいなと思

った。競技によって車いすが違うことが分かった。水泳でも

いろいろなスタートの仕方があることも分かった。 

   ・体に障害がある人でも、自分の個性を生かし、それをいろ 

いろなスポーツに使い、世界で活躍している姿は画面越し 

でもとてもカッコよかったし、違う国の選手でも、抱きし 

め合ったり、涙を流したりしている場面はとても良いと思 

い、印象的でした。 

   ・公正な機会が与えられている場がパラリンピックだという 

のはすごくいいと思った。差別を減らせる１個の方法だと 

思う。 

   ・障害があって普通の人とは違う体でも、普通の人以上のパ 

フォーマンスや、勝ちに対する気持ちが表れていて、カッコ

いいなと思いました。パラリンピックはオリンピックよりも

知名度が低いけれど、湖の映像を見て、パラリンピックも見

てみようと思いました。 

 

57.1%
42.5%

0.4%

理解できた まあまあ理解できた
理解できなかった



  ③ 「道徳ドキュメント」（あきらめたことをあきらめない）に 

ついての感想（抜粋） 
 

・自分の好きなことができたときの表情がとても素敵だと思 

いました。私は、将来、障害のある人たちとも関わってい 

きたいから、そういうことも考えたら、いろいろな知識を 

持って心の面で支えられるようになりたいと思いました。 

やりたいと思う気持ちと挑戦することの可能性は無限大だ 

と感じました。自分も前向きに生きたいし、人のためにな 

ることがしたいと思いました。 

   ・何かに失敗しても、失うことはあっても得るものもその分 

たくさんあるということがすごく印象に残った。とても前 

前向きで見習いたいと思った。 

・自分でスキーの道具をつくって、それでプロの選手にな 

り、ゼロからのスタートで、苦しいこともたくさんあるの 

に、それを乗り越え、自分のできること、やりたいことを 

体現していて、すごいなと思いました。怪我をして、足が 

不自由になって、つらい思いもたくさんある中、前を向い 

てすごいなと思いました。 

   ・一度あきらめたことをもう一度するのは勇気がいると思う 

から、挑戦できるのはすごいと思う。あきらめずにがんば 

ることは本当に大事だと思ったし、がんばるからいろいろ 

な人に応援されて、助けてもらえて、さらにがんばれるん 

だと思った。 

   ・努力は報われるんだなと思いました。自分のやりたいこと 

をどうにかしてやろうとして、その努力が人に伝わり、共 

に協力し合うことになり、やりとげることができる。それ 

はすごく良いことだなと感じました。努力し、やりとげる 

だけでなく友情もできてすばらしいと思いました。 

   ・気づいたら前のめりになってしまっていて自然と入り込んで

しまいました。こんなことであきらめたらダメだなと思いま

した。ポンポンと次々にやりこなしていく辰己さんの動画を

見てなにかと元気が出ました。あと、もっと外に出ようと思

いました。インドアもいいんですが、アウトドアの世界も味

わってみたいと思いました。 

 

（２） 講演会事後学習アンケート結果 

① オリンピック・パラリンピックへの関心が高まったか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

36.4%55.3%

5.3%3.1%

⼤変⾼まった
まあまあ⾼まった
あまり⾼まらなかった
全く⾼まらなかった



② 障害者への理解が深まったか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 自分の可能性に挑戦しようという気持ちが高まったか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 今後、地域で開催されるスポーツイベントに、スタッフや 

ボランティアとして参加してみようと思うか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ⑤ 講演を聴いた感想（抜粋） 

 

   ・辰己さんはすごい人だなと思いました。五体満足の私よりポ

ジティブでフットワークが軽く、そして人生を楽しんでいる

所を見ていると、障害を持つ人たちにかわいそうと思うこと

がとても失礼なことなのではと思い始めました。結局、足が

動くか動かないかだとか、目が見えるか見えないかなんて何

の関係もなくて、どう行動するかが大切なんだとわかりまし

た。2020 年のパラリンピックもしっかり見とどけて、私

の将来の支えになれば良いなと思いました。 

48.7%
45.2%

5.7% 0.4%

⼤変深まった
まあまあ深まった
あまり深まらなかった
全く深まらなかった

34.2%

51.8%

11.8% 2.2%

⼤変⾼まった
まあまあ⾼まった
あまり⾼まらなかった
全く⾼まらなかった

16.7%

52.6%
21.9%

8.8%

⾮常に思う まあまあ思う
あまり思わない 全く思わない



・人はあきらめないかぎりなんでもできるということを改め 

て思いました。怪我をして自分のしたいことが例え０からの

スタートになっても、自分でどのようにすれば自分のしたい

ことができるのか。そのためには何をしないといけないのか

をしっかり考えて、何度失敗してもあきらめずすればきっと

できるようになるということを感じさせられました。自分は

将来怪我をした人を助ける仕事に就きたいと思っているの

で、怪我をしてからもまた何かに挑戦する人をしっかりサポ

ートできるようになりたいです。 

      ・壁にぶつかってもそこで立ち止まるんじゃなくて、それを乗

り越えていくためにどうしたらいいかを考えさせられた時

間だった。    

   ・仲間の大切さを実感しました。一人ではできないことも支え

てくれる人がいればできるし、また、仲間に頼れることも辰

己さんの強さだと思いました。本気で何かをがんばっている

人には自然と人が引き寄せられると感じ、そんな人になりた

い、だれかを支えられる人になりたいと思いました。何事に

も挑戦することを忘れず、力いっぱい取り組んでいきたいと

思いました。 

   ・自分もいろいろなことに挑戦しようと思いました。これから

ボランティアとかいろいろなことに参加して、地域のために

なるようなことをどんどん何かしていきたいなとすごく思

いました。 

   ・障害者の方に対するイメージが、この講演を聴いて 180 度

変わりました。取り返しの付かないことにあってしまうと、

スポーツ等が難しくなるのかと失礼なことですが正直思っ

ていました。しかし、それは先入観で、可能性が無くなるの

ではなく、新たな可能性を生み出していることを学べまし

た。辰己さんのようないろいろな物事にチャレンジする精神

を私は見習いたいと感じました。 

   ・とても心に響きました。オリンピック・パラリンピックの話

を聞いて、一人ひとりが違う気持ちを持ってオリンピックを

迎えて、目標をもち生きることの一つの意味としてパラリン

ピックがあると思いました。障害者だからという理由で世間

から差別される人は今でもいるので、僕は今回の話を聞いて

「障害者だから～」という言葉を世界からなくしていきたい

と思いました。障害者も一人の人間としてたくましく生きて

いることを尊重し、また、世間でも障害者の方についての理

解をもっと深めるべきだと思いました。障害者がパラリンピ

ックに向けて（パートナーの方達と一緒に）練習し、一生懸

命頑張った結果として、努力が実るというシーンを見てとて

も感動しました。僕は「誰が～だから～だ」という言葉がと

ても嫌いです。なぜならば結果論でしかないからです。でも、

もし協力し合って競技を成立させることができたなら、「～

と一緒に努力してその結果幸せになれた」という結果が残せ

て、自分ひとりだけじゃなくて周りも幸せにできるという意

味でも、パラリンピックは見るだけでとても価値があると思

う。（オリンピックも同じ） 

 

 



（３） アンケート結果から窺える成果 

① オリンピック・パラリンピック（特にパラリンピック）への

関心が高まった。 

② 障害者への理解が深まり、多様性を尊重し共に支え合って生

きる社会を実現しようとする意欲が高まった。 

③ 自分の可能性に挑戦しようという気持ちが高まった。 

７実践におい

て工夫した点 

（事業の特色） 

（１） 本校は全国大会や国際大会出場選手を輩出するカヌー強豪校 

であり、また、毎年７月に１年生全員対象のカヌー実習を行っ

ているため、主にカヌー競技をとおしてオリンピック・パラリ

ンピック教育の推進を図りたいと考えた。  

（２） 事前学習を行い、関心を高めた上で講演会を実施した。 

（３） 競技実績だけでなく、本校生徒に必要なメッセージを伝えて 

いただけるかどうかという点を重視して講師を選定した。 

８主な課題等 （１） 本校が所在する京丹後市では、2020 年東京オリンピック・ 

パラリンピックのホストタウンとしての取組や久美浜湾カヌー

競技場で開催される「ワールドマスターズゲームズ 2021 関

西」のカヌーマラソンに向けた準備が進められている。本校生

徒は、地域で開催される「歴史街道丹後 100km ウルトラマラ

ソン」に毎年ボランティアとして参加しているが、スポーツイ

ベントの企画運営に携わり、地域のスポーツ振興に貢献しよう

という意欲が、本事業をとおしてさらに高まることを期待した。

しかし、講演会事後アンケートの「地域で開催されるスポーツ

イベントに、スタッフやボランティアとして参加してみようと

思うか。」という質問に「非常に思う」と回答した生徒が

17.5%、「まあまあ思う」と回答した生徒が 52.4%であり、

オリンピック・パラリンピックへの関心の高まりと比較すると、

やや低い結果となった。ほぼ７割の生徒が「参加してみようと

思う」と答えてはいるが、実際に行動する生徒はさらに少ない

と考えられ、関心の高まりがそのまま行動に繋がるわけではな

いという点が課題である。 

（２） 今年度は講師選定がうまくいき、大きな成果があったが、今 

年度を上回る講師の招聘はかなり難しく、継続したテーマで取 

り組むなら、来年度以降は講演会以外の形式で行う方が良い。 

９来年度以降 

の実施予定 

（１） 障害者や高齢者とのスポーツをとおした交流（カヌーなど） 

（２） 地域のスポーツイベントへの積極的参加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


